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観光まちづくり計画
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づ
く
り
会
議
を
今
年
2
月
に
立
ち

上
げ
、
9
回
に
わ
た
っ
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
8
月
6
日
に
は
、

「
ま
ち
の
駅
整
備
」と「
小
浜
地
区
中・

西
部
地
域
の
ま
ち
歩
き
環
境
整
備
」

を
主
な
取
り
組
み
と
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
計
画
案
が
会
議
の
委
員

ら
か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

感
動
お
ば
ま
の
創
造

　
小
浜
地
区
中
部
地
域
は
近
年
ま

で
ま
ち
の
商
業
の
中
心
地
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
い
、
同
地
区
西

部
地
域
は
現
在
に
お
い
て
も
観
光

基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
両
地
域
が
有
す
る
、

伝
統
的
な
町
並
み
や
多
く
の
文
化
財

を
活
用
し
、
住
ん
で
い
る
人
が
い
き

い
き
と
暮
ら
し
、
訪
れ
た
人
が
何
度

も
訪
れ
た
い
と
思
え
る
「
感
動
お
ば

ま
」
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
小
浜
な
ら
で
は
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
活
動
へ
の
支
援
を
進
め
、
ま

ち
の
駅
や
ま
ち
歩
き
環
境
の
整
備

を
起
爆
剤
と
し
て
、
市
全
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
本
市
か
ら
の

流
出
や
通
過
型
の
観
光
地
に
な
る

こ
と
が
危
ぐ
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
換

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
観
光
基
盤
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
提
出

　
市
で
は
、
整
備
を
進
め
る
た
め

に
、市
民
を
中
心
と
し
た
観
光
ま
ち

　
小
浜
の
地
域
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
協
働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
速
の
全
線
開
通

　
平
成
26
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開

通
に
よ
り
、
本
市
と
中
京
圏
・
北

陸
圏
な
ど
と
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍

的
に
高
ま
り
ま
す
。

　
周
辺
都
市
か
ら
の
来
訪
者
の
増
加

観光形態の変化

計画のテーマ

歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造

「福井県観光客入込数（推計）」より
21歴史・伝統など

地域の魅力を高
め、次代へ継承

する

歴史・伝統・文
化・自然を学

び・体験できる
機会を拡大する 5 6地域の魅力を

内外に
アピールする

地域ぐるみ・
住民主体による
おもてなし活動

を推進する43心豊かで快適な
生活環境を
創出する

楽しみながら
歩ける環境を

創出する

　市の観光客数は、平成 20 年度において、ドラマ「ち
りとてちん」や「OBAMA フィーバー」効果などにより、
過去最高の 183 万人を記録しました。しかし、その後は
減少傾向で、昨年度の観光客数は 143 万人でした。
　近年は観光の形態も、団体旅行から、家族や友人らと
の個人旅行へと移行。旅行者が自分の足でまわるまち歩
きにも注目が集まっています。それにともない、各観光
地には、独自の魅力や個人ニーズにあった豊富な観光メ
ニューを、地域が自ら掘り起こし、作り上げ、発信する「着
地型観光」への取り組みが求められるようになっています。

観光まちづくり推進会議は、地域内外の住民や観光関係団体、市議
会議員、商工会議所、専門家ら 36 人で構成され、計画を作りました。

　計画のテーマを推進する中で、小浜地区中・西部地域の抱える
課題を解決する方向性として、次の６つの基本方針に基づいた総
合的な視点で、観光まちづくりを進めていきます。

市の観光客数 推移（平成 18 年〜 24 年）

６つの基本方針

100 万人

150万人

200万人

H18

1,502,000 人
1,540,000 人

1,837,000 人

1,582,000 人

1,342,000 人
1,418,000 人

1,438,000 人

H19 H20 H21 H22 H23 H24

　needs　policy
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住民主体のまちづくりを

　観光のまちづくりとは、住民主体のまちづくりだと思っ

ています。「歴史文化のまち小浜」をさらに磨くためにも地

元住民がその良さをもっとわかることが大事です。

　行政と民間が連携して、観光拠点となる「まちの駅」を歴史文

化が香る場所として整備し、居心地のよい空間を作れば、快適

さが人を呼び、会話が始まり、にぎわいが生まれると思います。

観光客への「おもてなし」を充実

　観光の側面からすれば、今回の計画で小浜の売りがひと

つできるのはいいことだと思っています。

　ただ、ハード整備をいくらしても、作って終わりになりが

ちです。行政がハードを整備するのと同時に、そこに住む住

民の皆さんが「おもてなし」の気持ちでソフト面を充実させ

るなど、市内でも見本となる地域となってほしいです。

小浜には誇れるものがある

　わたしは、大阪出身なのですが、都会でも小浜のように

資源が豊かなところはなかなかありません。ただ、地元で

育った人にはそれが普通に感じるのか、お店も住民もアピ

ールが足りないと思うことがあります。行政の動きを待つ

のではなく、市民一人一人が、たくさんある誇れるものに

自信を持って、おもてなしに取り組むことが大事です。

小
浜
地
区
ま
ち
づ
く
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協
議
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ご
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歳・竜
田
）

若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会

副
会
長 

時と
き
お
か岡 

節せ
つ
お夫
さ
ん（
64
歳・高
浜
町
）

小
浜
市
連
合
婦
人
会

理
事 

工く
ど
う藤 

ふ
さ
子 

さ
ん（
54
歳・福
谷
）



広報おばま　平成 25. 11 ❽❾ 広報おばま　平成 25. 11

写真の説明

小浜地区中・西部地域観光まちづくり構想図

まちの駅の整備
小浜の顔となり、感動を生み出す
拠点「まちの駅」として、心地よ
い居場所となり、まちなかのハブ
ステーション、小浜の文化の象徴・
発信する場の形成を図る。
・旧旭座の移築復元・文化財指定
・まちなか観光案内
・3 駅連携構想

歴史的景観の形成（濱参道）
濱参道（白鬚〜住吉）の歴史を生
かした町並みを形成するため、建
築物などの外観修景を促進する。
・修景補助
歴史的景観の形成（旧丹後街道）
・街路整備（舗装・側溝）
・電線美装化

人魚の浜

至
道の駅

至
海の駅
（食文化館）

・人魚の浜
　東駐車場

・人魚の浜西駐車場

・
高成寺

・マーメ イドテラス

・

・鯖街道資料館
・市立図書館

・小浜病院

・文化会館

市役所
・

白鳥会館・
・

八幡
神社

観光まちづくり計画区域

重伝建地区

街路整備

雨
う す い き ょ

水渠整備

消火栓整備

公共空地（予定地含む）

・つばき回廊
　商業棟跡地

町家 de フェスタ、若狭マリンピア、
OBAMA 食のまつりなど

市民が行う地域活性化イベント

町家
文化

自然

・
・

・

・

・

町並み保存資料館
・

都菓子舗

・高 鳥歯科医院

庚申堂・

街路整備（舗装・側溝）
電線美装化

火災による被害を最小限にとどめ、
美しい景観を守るために、消火活
動に必要な水利施設（消火栓、防
火水槽など）を整備する。
・防火施設整備

防火施設の充実

浸水区域の早期解消を目指して、
雨
う す い き ょ

水渠の整備を推進する。
・青井、香取、浅間雨水渠改修など

浸水対策

茶屋町の伝統・技術継承支援
茶屋文化体験、外国人着付け体験

街路整備（舗装・側溝）
電線美装化

放生祭、地蔵盆など祭礼用具の
修理・公開

三丁町の茶屋文化 伝統行事の継承と活性化

まち歩き休憩所の設置
楽しみながらまち歩きができる環
境づくりの一端として主要な動線
の結節点などに休憩所やトイレ機
能の整備を検討する。
・ガイダンス施設整備
・休憩所整備
・トイレ整備

常高寺山門や石段から見る美しい町並み

常高寺

仏教
文化

まちの駅

伝統
文化

門前界隈にふさわしいにぎわい空間

・

・

歩行者案内サインの整備
目的地への円滑な誘導やわかりやす
い表記、景観との統一したデザイン
のサイン整備を図る。

まちづくり活動の推進
市民が主体となって行うまちづくり
活動を支援し、協働のまちづくりを
推進する。

空き家などの情報提供・活用促進
空き家情報を提供して、Ｉターン、Ｕタ
ーンを促進し、定住人口の拡大を図る。

まち歩き観光ツアー
観光ボランティアガイドのスキルア
ップおよび無料ツアーの実施。

一門一灯運動推進
小浜西組の街路にあんどんを設置する。

エリア全域にかかる取り組み

JR
小浜駅

・
小浜公園

・
・町並みと
　　食の館

三丁町茶屋
文化

空印寺

武田氏
遺跡

歴史

香取交番跡地
第二保育園跡地・

歴史的景観の形成（三丁町）
三丁町の歴史を生かした街路景観
整備を行う。
・街路整備（舗装・側溝）
・電線地中化
・街灯設置
冬場の歩行環境の改善（三丁町）
降雪期においても市民や観光客の
歩行環境を確保する。


